
成田山詣で

14：30　ロータリー事務所バス出発

  　　　　成田山詣でと参道散策

移動例会（田中商店成田駅前店）

17：00

　点鐘　　　　　　　　　　　　　　石田会長

　会長挨拶・会務報告　　　　　　  石田会長

　幹事報告　　　　　　　　　　　　渡辺幹事

　委員会報告

　ニコニコボックス　　　　　　　　親睦委員

　出席報告　　　　　　　　　　　　出席委員

　点鐘　　　　　　　　　　　　　　石田会長

例会終了後、新年会

　乾杯　　　　第41代会長　内田裕雄会員

成田山詣でと移動例会

平成25年1月10日発行  NO.2036 第2164例会 　　会長　石田 喜一 　　幹事　渡辺 孝文　　 会報担当　倉石 昌治

例会報告（平成25年1月10日） 会長挨拶

新年明けましておめでとうございます。昨年中は大

変お世話になりました。半期の総括は本日の成田山

へのお参りで気持ちを新たなところでしょうから後

日とさせて頂きまして､今後の活動計画の予定をお

知らせします。

昨日９日（水）はサケの受精卵を希望した会員に配

布し、秋葉奉仕プロジェクト委員長他数名にて第二

松丘園の皆様にも水槽と一緒に飼育をお願いしてあ

ります。元気な稚魚が放流できるよう育てて頂きた

いと思います。

24日（木）の例会は椎名会員のライフビデオを鑑賞

して卓話を頂きます。31日（木）は移動例会として

蓮沼海浜公園に桜の植樹を致します。終了後には小

川会員のシーブリーズにて例会を行います。

２月12日（火）には第６分区のＩＭが12時点鐘、東

金文化会館にて。全員登録ですのでよろしくお願い



ニコニコボックス

青柳誠君・越川忠君・土屋俊夫君・向後雅生君

鈴木恭一君・内田裕雄君・小林定雄君

石田喜一君・伊藤元雄君・杉森幹男君

秋葉講一君・高田一行君・小川佐内君

小杉秀文君・渡辺孝文君・安藤卓造君

小野田行伸君・鈴木匡哉君

　　…新年明けましておめでとうございます

　　　今年もよろしくお願い致します

行木英夫君

　　…誕生祝いありがとうございます

上原広嗣君

　　…妻の誕生祝いを頂きありがとうございます

新年あけましておめでとうございます。今年もよ

ろしくお願い致します。

幹事報告としては、

例会変更のお知らせが大網ＲＣ、茂原中央ＲＣ、

小見川ＲＣ、多古ＲＣ、銚子ＲＣより届いており

ます。

又会報が小見川ＲＣ、八日市場ＲＣ、銚子ＲＣ、

旭ＲＣ、成田コスモポリタンＲＣより届いており

ます。

幹事報告

「乾杯」　第41代会長 内田裕雄会員

本日計 　 25,000円

累　計   524,000円

例会日 会員数 出席

1月10日 38 38

MU ％

0 100.0

☆ 欠席をしたらメークアップをしましょう ★

出席報告

　　2013.01.10（木）

　　　　　　　新 年 会
　

　　　　　　　　　　焼肉屋田中商店 開運橋通り店

致します。詳細は後日致します。7日（木）は元Ｎ

ＨＫアナウンサーの宮田修様に卓話を依頼していま

す。23日（土）は横芝駅からハイキングを商工会と

予定、２月28日（木）より２泊３日の予定で台湾旅

行を計画しております。是非多くの皆様の参加をお

願い致します。

おいしい焼肉を前にして長い話しも無理ですしでき

ませんので任期の残りを渡辺幹事、理事、役員の協

力を得て頑張ります。よろしくお願い致します。



平成25年１月９日（水）ｻｹの受精卵配布
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横芝光町役場産業振興課前にて

第二松丘園に水槽とサケの受精卵をお届けしました。　（ロータリーメンバーと第二松丘園村越施設長）

水槽の中のサケの卵た

ちも２ヶ月後には栗山

川へ放流予定です。

みんな無事に

大きくなあ～れ♪

サケの受精卵配布の準備中



サケ稚魚の放流事業（里親制度）参加と稚魚の管理について
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奉仕プロジェクト委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　秋葉講一

　

　何も解らないままのスタートから３年間、参加会員の皆様には、ご迷惑もお掛けしました

が、それぞれの方が戸惑ったり、悩んだりしながらの、「あっという間の２ヶ月間」だった

のではないでしょうか。

　そして、この事業を通して、生き物の不思議・生命の尊さや、自然環境を大事にし、保全

する必要性を学んだ気も致します。感謝申し上げます。

　そこで、本年度も、多くの皆様と共に、楽しみ･学びたいと思います。

◆日程

　①受精卵の受け取り　平成２５年１月９日（水曜日）横芝光町役場

　②稚魚の放流　　　　　平成２５年３月１０日頃　　※２ヶ月間の飼育です。

◆稚魚の管理について

１．飼育の準備（１月８日迄に）

　　・水槽をセットして、洗った石を敷き、水を入れます。

　　・エアーポンプで、空気を送っておきます。

２．受精卵の配布について

　　・持参する物　クーラーＢＯＸ又は、発泡スチロールの箱（３０×２０ｃｍ程度）

３．孵化【水槽に入れて、３～７日目で孵化し始めます。】

　　・大半が孵化したら、中のカゴは取り出します。

４．飼育水の管理【水は常にきれいに保ちましょう。】

　　・水温は、８～１３度で。（１５度以下で管理を。温度の上昇に注意しましょう。）

　　・直射日光が当たらないところで。

　　・卵の殻や、泡が出たら網ですくい取る。

　　・濁ってきたら、水を交換する。（灯油ポンプが便利です。）

　　　　（地下水がよい。水道水は１日程度日光に当ててから使う。）

　　・１週間に１度は、定期的に交換します。（全体の３割～半分程度を）

　　　　その際、浄化器の吸い込み口スポンジと、フィルターを掃除しましょう。

　　・フィルターが汚れ、水の流れが悪くなったら、フィルターを交換しましょう。

５．給餌【餌は少なめに与えましょう。２～３日間餌を与えなくても、死にません。】

　　・孵化後、１８～２５日で、「さいのう」が、吸収され、スマートな体になり泳ぎ始

　　　めます。

　　　①全体の「半数」が泳ぎだしたら、餌を与え始めます。

　　　②最初は、稚魚１０尾あたり、１日に０.１５グラムと、非常に少量でＯＫです。

　　　　１日５～６回に分けて与える。２０尾として、１回分は耳かき１杯程度。

　　　③その後回数は減らしていきます。下に残った餌は、こまめにすくい取りましょう。

　　　④孵化後、４０日目の頃、１日に２回とする。

　　　　２０尾として、１回分は耳かきに３杯程度を目安として与えます。

　　　　餌が残ることの無いように、観察しながら与えましょう。

６．放流

　　・３月上旬に、栗山川に放流の予定です。

　　・放流したサケは、３週間程で外海に出た後、北海道の沖合で、各地からのサケと

　　　集まり、６月から７月頃に、北洋に旅立つと言われています。


